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　あまたの若手実力派がひしめき、しのぎを削る日本のヴァイ

オリン界にあって、揺るぎない信念を胸に弛みなく研鑽を重ね、

唯一無比の美学をもって最前線を走り続ける郷古廉。

　トッパンホールには、2013年の〈ランチタイムコンサート〉を皮切

りに、たびたび出演。2018年には、アンドレアス・オッテンザマー

（クラリネット）とホセ・ガヤルド（ピアノ）という、二人の粋な名手

とともに肩の力を抜いた新境地を聴かせ、客席を大いに沸かせまし

た。2020年には「あらためてホセとともにデュオの魅力を探求したい」

と、郷古が切望したガヤルドとの共演で、民族色豊かなプログラム

を披露する予定でしたが、コロナ禍でガヤルドの来日が叶わず、

急遽、無伴奏プログラムに変更のうえ出演。短い準備期間にもかかわ

らず、気合いと覚悟に満ちた圧倒的な演奏を聴かせ、コロナ禍で鬱

屈した思いを抱える満場の聴衆に、ライブで音楽を聴く喜び、そして

音楽が持つ大きな力を再確認させる、貴重な演奏会となりました。

　それから約2年。NHK交響楽団のゲスト・アシスタント・コンサー

トマスターに就任するなど、逆境をバネに活動の幅を多彩に広げる

若き俊英が、再びガヤルドを指名して、ヴァイオリンの名曲が

たっぷり詰まった贅沢なプログラムに挑みます。シマノフスキの

《神話》で幻想的に始まり、スペインの詩人ロルカが1936年内戦中

に銃殺されたことにインスパイアされたという、プーランクの

《ヴァイオリン・ソナタ》を経て、ベートーヴェンの傑作《クロイ

ツェル》で興奮のうちに幕を閉じます。これらの選曲は、いずれも

ヴァイオリンと同等、あるいはそれ以上に、ピアニストの実力と

表現力が必要とされる傑作ばかり。クラシカルな音楽性のなかに

見え隠れする強烈な陰影が魅力の、アルゼンチン生まれのガヤルド

に寄せる郷古の信頼のほどがうかがえますが、とりわけプーラ

ンクでは、その美質がいかんなく発揮されることでしょう。

　若きスターから、円熟の「おとな」のアーティストへ。日々の

様々な出来事のひとつひとつに真摯に対峙し、積み重ねてきた

思考を音楽に投影させながら、留まることなく成長を続ける郷古

が、果たしてどのような現在地を聴かせてくれるのか。いやが上

にも期待が高まります。


